
紙　
な　
ど　
素　
材　
に　
こ　
だ　
わ　

り　
を　
持　
っ　
て　
オ　
ブ　
ジ　
ェ　
を　

手　
掛　
け　
て　
い　
た　
ラ　
フ　
ァ　

エ　
ル　
・　
ロ　
ジ　
ェ　
・　
ド　
ゥ　
・　

ヴ　
ィ　
レ

（　3  1  ）
さ　
ん　
は　
、　今　
ま　
で　

の　
作　
品　
と　
は　
一　
変　
し　
て　
、　

卵　
の　
殻　
に　
顔　
を　
描　
い　
た　
小　

品　
を　
出　
品　
。　
そ　
れ　
は　
神　
楽　

や　
能　
の　
面　
に　
出　
会　
っ　
た　
影　

響　
に　
よ　
る　
と　
い　
う　
。　

ま　
た　
安　
部　
公　
房　
や　

太　
宰　
治　
を　
読　
み　
、　

舞　
台　
衣　
装　
か　
ら　

音　
響　
ま　
で　
演　
劇　

全
般
に　
も　
関　
わ　
っ　

て　
い　
る　
パ　
ス　
カ　
ル　
・　

ラ　
ン　
デ　
・　
ボ　
ペ　
ー　
ル　

（30）

さ　
ん　
は　
、　
短
冊
型　
の　
水
彩　

画　
を　
何　
枚　
も　
続　
き　
絵　
の　
よ　

う　
に　
画　
廊　
の　
壁　
を　
飾　
っ　
て　

展　
示　
し　
た　
。　

両　
者　
共　
通　
し　
た　
研　
修　
の　

感　
想　
は　
、　ラ　
・　
リ　
ュ　
ー　
シ　
ュ　
の　

周　
囲　
が　
、　
自　
然　
溢　
れ　
た　
環　

境
だ　
っ　
た　
た　
め　
、　何　
よ　
り　
自　

分　
自　
身　
を　
振　
り　
返　
る　
こ　
と　

日 本 を 知 ろ う ・ フ ラ ン ス を 知 ろ う

の　
で　
き　
た
場　
と　
な　
っ　

た　
こ　
と
だ　
っ　
た　
。　

ま　
た　
も　
う　
一　
人　

の　
ガ　
ブ　
リ　
エ　
ル　
・　

ス　
パ　
ル　
ヴ　
ァ　
セ　

（30）

さ　
ん　
は　
、　
マ　
ル　
チ　

メ　
デ　
ィ　
ア　
に　
よ　
る　

表　
現　
活　
動　
を　
行　

な　
っ　
て　
き　
た　
が　
、　

来　
日　
以　
来　
電　
車　

の　
車　
窓　
か　
ら　
の　

景　
色　
を　
ビ　
デ　
オ　

に　
収　
め　
て　
い　
る　

と　
い　
う　
。　
作　
品　

化　
さ　
れ　
た　
も　

の　
は　
、　
来　
年　
２　
月　
に　
吉　
井　
画　
廊　
で　
発　
表　
さ　
れ　
る　
。　

尚　
、　
次　
号　
ニ　
ュ　
ー　
ス　
レ　
タ　
ー　
で　
は　
、　
彼　
ら　
の　
イ　
ン　

タ　
ビ　
ュ　
ー　
な　
ど　
を　
交　
え　
て　
今　
回　
の　
研　
修　
の　
模　
様　

を　
詳　
し　
く　
紹　
介　
す　
る　
予　
定　
で　
あ　
る　
。　

今　
回　
の　
展　
覧　
会　
も　
、　
街　
の　
一　
隅　
で　
は　
あ　
る　
が　
、　

日　
仏　
文　
化　
交　
流　
の　
場　
と　
な　
っ　
て　
光　
を　
当　
て　
て　
い　

た　
。　
師　
走　
の　
銀　
座　
、　
足　
早　
に　
通　
り　
過　
ぎ　
る　
日　
本　

人　
の　
足　
を　
、　
シ　
ョ　
ー　
ウ　
ィ　
ン　
ド　
ウ　
に　
展　
示　
さ　
れ　

た　
怪　
し　
い　
卵　
の　
殻　
の　
面　
々　
が　
フ　
ト　
立　
ち　
止　
ま　
ら　

せ　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　 プ　

ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　
・　
カ　
レ　
ン　
ダ　
ー　

2
0
0
1
年
1
月
〜
3
月

１
月
８
日
〜
31
日

《
ア
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
》

〜
現
代
フ
ラ
ン
ス
ポ
ス
タ
ー50

年
の
歩
み
〜

ア
フ
ィ
ッ
シ
ュ　
・　
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
展
実
行
委
員
会

／
於
山
梨
・
白
根
桃
源
美
術
館

２
月
２
日
〜
20
日

《
日
仏
高
校
生
交
流
》

〜
ト　
ゥ　
ー　
ル　
ー　
ズ　
・　
オ　
ゼ　
ン　
ヌ　
高　
校　

生　
徒　
が　
高
知
へ
〜

高
知
日
仏
協
会
・
東
京
事
務
局

／
於
高
知
南
高
校

２
月
６
、
８
、
９
日

《
パ
リ
・
シ
ャ
ト
レ
劇
場

研
修
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
》

〜
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
声
楽
家
の
た
め
の

劇
場
滞
在
型
研
修
〜

笹
川
日
仏
財
団
／
於
大
阪
・
東
京

２
月
７
、
11
日

《
パ
リ
・
シ
ャ
ト
レ
劇
場

マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
》

〜
音
楽
顧
問
ヴ
ァ
タ
ン
女
史
に
よ
る

特
別
ク
ラ
ス
〜

笹
川
日
仏
財
団
／
於
大
阪
・
東
京

２
月
中
旬

《
日
仏
美
術
学
生
に
よ
る

宮
沢
賢
治
の
世
界
展
》

〜
パ
リ
・
イ
メ
ー
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

特
別
展
へ
の
参
加
〜

京
都
市
立
芸
術
大
学
・

京
都
意
匠
文
化
研
究
会
／
於
パ
リ

３
月
上
旬

《
俳
句
・
和
歌
に
よ
る

フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
歌
曲
》

〜
レ
ク
チ
ャ
ー
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
〜

俳
句
・
和
歌
に
よ
る
二
十
世
紀
音
楽
研
究
会

／
於
パ
リ
日
本
文
化
会
館

パ
リ
ク
ラ
ブ
と
日
仏
協
会
、

日
仏
経
営
学
会
の
共
催
に
よ
る

パ　
ネ　
ル　
デ　
ィ　
ス　
カ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　

「　
新　
時
代
の
銀
行
像

日
仏
の

視
点
」
が
12
月
5
日
、
東
京

恵
比
寿
の
日
仏
会
館
ホ
ー
ル
で

行
な
わ
れ
た
。

「
銀
行
は
死
ん
で
し
ま　
っ　
た
の
か
」

銀
行
員
と
し
て
欧
州
に
駐
在

経
験
を
持
つ
司
会
の
九
州
国
際
大
学

教
授
の
河
野
誠
之
氏
の
こ
の
一
言
で
始

ま
っ
た
が
、　
21
世
紀
を
前
に
経
済
、　産
業

な
ど
大
き
な
構
造
変
革
を
迫
ら
れ
て
い

る
の
が
現
在
。
大
手
ス
ー
パ
ー
な
ど
が

決
済
中
心
の
新
し
い
銀
行
業
務
を
開
始

し
て
い
る
中
で
、
果
た
し
て
従
来
の
銀

行
が
顧
客
変
化
な
ど
に
対
応
し
き
れ
て

い
る
の
か
。
そ
の
現
状
と
課
題
な
ど
を

検
証
し
、
日
仏
の
新
時
代
に
お
け
る

銀
行
像
を　
探　
っ　
て　
い　
こ　
う　
と　
い　
う　
も　
の　

で　
あ　
る　
。　

Ａ
Ｆ
Ｐ
極
東
特
派
員
東
京
支
局
長

フ　
ィ　
リ　
ッ　
プ　
・　
リ　
エ　
ス　
氏
か
ら
は
、　
80
年

代　
初　
め　
、　フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
銀　
行　
は　
他　
の　
ヨ　
ー　

ロ
ッ
パ
諸
国
は
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
と

比
べ
て
さ
え
も
、
世
界
の
ト
ッ
プ
で
国

際
進
出
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
話
題

を
皮
切
り
に
、　
こ
れ
ま
で
の
銀
行
の
歴

史
が
語
ら
れ
た
。　
し
か
し　「
新
し
い
左
翼

政
権
の
出
現
に
よ
っ
て
１
９
８
２
年
に

銀
行
が
国
営
化
さ
れ
、
す
べ
て
の
金
融

機
関
が
硬
直
化　
し　
て　
い　
き　
ま　
し　
た　
。　
銀　
行　

自
体
に
は
世
界
進
出
の
野
心
が
あ
っ
て

も
、
そ
の
活
動
の
た
め
の

資
産
を
与
え
な
い
政
策
が

と
ら
れ
た
た
め
競
争
力
を

失
っ
て
い
っ
た
の
で
す
」

ま
た
国
土
庁
官
房
長
、

パ
リ
ク
ラ
ブ
常
務
理
事

舩
橋
晴
雄
氏
か
ら
は
、
こ

の　
10
年　
間　
の　
日　
本　
の　
金　
融　

界
の
苦
し
い
状
況
が
起

こ　
っ　
た　
原
因
が　
、　日　
本　
人　
の　

「
東
西
冷
戦
の
終
焉
と
い

う
意
味
の
認
識
不
足
か
ら

き
て
い
る
」
と
、
行
政
の

立
場
か
ら
反
省
を
こ
め
て

語
ら
れ
た
。

ま
た
ク
レ
デ
ィ
リ
ヨ
ネ

証
券
東
京
支
店
支
店
長
、

ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

デ
ロ
ッ
シ
ュ
氏
、
日
本
電

気
㈱
財
務
主
席
主
幹
太
田

研
一
氏
、
両
氏
か
ら
は
、

電
話
銀
行
や
電
子
銀
行
、

ノ
ン
バ
ン
ク
の
参
入
な
ど

現
在
金
融
界
で
起
こ
っ
て

い
る
実
情
が
語
ら
れ
た
。　
そ
し
て
フ　

ラ
ン
ス
の
15
年
前
に
起
こ
っ
た
現
象
が

現
在
日
本
で
起
こ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を

リ
エ
ス
氏
は
指
摘
。
そ
の
体
験
か
ら
、

「
新
し
い
参
入
者
が
来
て
も
決
し
て
恐

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
え
っ
て

彼
ら
は
従
来
の
銀
行
に
新
し
い
方
向
性

を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
侵
入
者
は
針

の
よ
う
な
も
の
で
し
た
よ
」

太
田
氏
も
「
異
形
種
の
参
入
が
あ
る

こ
と
は
、
金
融
が
成
長
産
業
の
可
能
性

を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
総
合
メ
ー

カ
ー
か
ら
得
意
分
野
を
持
つ
な
ど
新

ビ　
ジ　
ネ　
ス　
モ　
デ　
ル　
の　
提　
供　
さ　
え　
す　
れ　
ば　
、　

継
続
的
成
長
は
可
能
で
す
」
と
銀
行
の

将
来
に
対
す
る
展
望
を
述
べ
た
。

四
氏
の
講
演
後
は
会
場
か
ら
の
質
疑

応
答
に
あ
て
ら
れ
た
が
、
生
保
事
業
を

始　
め　
た　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
あ　
る　
銀　
行　
の　
利　
便　
性　

を
掲
げ
た
日
本
人
の
質
問
者
に
対
す
る

リ
エ
ス
氏
の
返
答
は
、
今
討
議
の
一
つ

の
結
論
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
巨
大
化
し
た
り
、
何
で
も
み
つ
か
る

銀
行
を
私
は
懐
疑
的
に
見
て
い
ま
す
。

時
代
の
流
行
、
景
気
な
ど
に
よ
る
た
め
、

絶
対
的
な
モ
デ
ル
は
な
く
、
価
値
も
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
を
求
め
る
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
環
境
変
化
に
適
応
す
る

柔
軟
な
対
応
こ
そ
こ
れ
か
ら
の
銀
行
に

最
も
求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
」

変
化
の
時
代
と
も
な
れ
ば
、
先
へ
進

む
こ
と
ば
か
り
を
考
え
が
ち
な
日
本
人

だ
が
、
ア
メ
リ
カ
流
市
場
絶
対
主
義
に

陥
る
こ
と
な
く
、
伝
統
を
踏
ま
え
て
自

ら
が
養
っ
て
き
た
自
信
と
い
う
財
産
の

価
値
を
も
う
一
度
振
り
替
え
る
こ
と
も

必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

笹 川 日 仏 財 団
ニ ュ ー ス レ タ ー
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新
し
い
銀
行
像
に

絶
対
的
な
モ
デ
ル
は
な
い
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Petite note
編 集 後 記

20
世
紀
最
後
の
今
年
、
財
団
に
と
っ
て
も

設
立
10
年
と
い
う
ひ
と
つ
の
区
切
り
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
。

来
年
は
気
持
ち
も
あ
ら
た
に
21
世
紀
を

迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（M）

今　
年　
で　
２　
回　
目　
を　
迎　
え　
た　
清　
春　
白　
樺　
美　
術　
館　
財　

団　
主　
催　
に　
よ　
る　
《　
フ　
ラ　
ン　
ス　
か　
ら　
の　
美　
術　
留　
学　
生　

研　
修　
奨　
学　
》　
が　
、　
こ　
の　
９　
月　
か　
ら　
今　
年　
も　
始　
ま　
っ　

た　
。　
研　
修　
者　
は　
３　
ヵ　
月　
間　
、　
山　
梨　
県　
北　
巨　
摩　
郡　
長　

坂　
町　
の　
清　
春　
芸　
術　
村　
に　
滞　
在　
し　
て　
日　
本　
を　
知　
り　
、　

芸　
術　
活　
動　
を　
深　
め　
る　
こ　
と　
で　
日　
仏　
文　
化　
の　
交　
流　
を　

果　
た　
そ　
う　
と　
す　
る　
目　
的　
で　
始　

ま　
っ　
た　
試　
み　
だ　
。　

村　
内　
に　
あ　
る　
清　
春　
白　
樺　
美　
術　

館　
は　
、　
美　
術　
を　
縁　
に　
、　
人　
類　
の　

平　
和　
と　
愛　
と　
喜　
び　
の　
運　
動　
を　

日　
本　
に　
も　
起　
こ　
し　
た　
い　
と　
し　
た　

武　
者　
小　
路　
実　
篤　
ら　
白　
樺　
派　
の　
夢　

を　
実　
現　
す　
べ　
く　
、　
現　
理　
事　
長　
の　

吉　
井　
長　
三　
氏　
が　
１　
９　
８　
３　
年　
に　

設　
立　
。　
宿　
泊　
施　
設　
に　
な　
っ　
た　
美　

術　
館　
に　
隣　
接　
す　
る　
ラ　
・　
リ　
ュ　
ー　

シ　
ュ　（　
フ　
ラ　
ン　
ス　
語　
で　「　
蜂　
の　
巣　
」　

の　
意　
）　
は　
、　
パ　
リ　
の　
画　
家　
達　
が　

巣　
立　
っ　
た　
パ
リ
の　
集　
合　
ア　
ト　

リ　
エ　
の　
精　
神　
を　
蘇　
ら　
せ　
た　
も　
の　

で　
、　
内　
外　
の　
芸　
術　
家　
に　
創　
作　

活　
動　
の　
場　
を　
提　
供　
し　
て　
き　
た　
。　

今　
年　
は　
、　
昨　
年　
の　
応　
募　
者　
の　

２　
倍　
に　
近　
い　
60
名　
も　
の　
ア　
ー　

テ　
ィ　
ス　
ト　
の　
応　
募　
が　
あ　
っ　
た　
が　
、　

そ　
の　
中　
か　
ら　
審　
査　
に　
よ　
っ　
て　
３　
名　
が　
選　

ば　
れ　
、　
９　
月　
に　
２　
名　
、　
12
月　
に　
１　
名　
を　

日　
本　
に　
迎　
え　
た　
。　
う　
ち　
２　
名　
の　
作　
品　
に　

対　
し　
、　帰　
国　
前　
の　
12
月　
11
日　
〜　
16
日　
ま　
で　

の　
５　
日　
間　
、　
銀　
座　
の　
吉　
井　
画　
廊　
で　
展　
覧　

会　
が　
開　
催　
さ　
れ　
た　
。　

A propos de nos projets...
最 近 の 事 業 か ら

笹川日仏財団ホームページ http://www. s p f . o r g / f f j s /

左
か
ら

九
州
国
際
大
学
教
授
／
河
野
誠
之
氏

ク
レ
デ
ィ
リ
ヨ
ネ
証
券
東
京
支
店
支
店
長
／
ジ
ャ
ン　
・　
フ
ラ
ン
ソ
ワ　
・　
デ
ロ
ッ
シ
ュ
氏

Ａ
Ｆ
Ｐ
極
東
特
派
員
東
京
支
局
長
／
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
リ
エ
ス
氏

日
本
電
気
㈱
財
務
主
席
主
幹
／
太
田
研
一
氏

国
土
庁
官
房
長
、
パ
リ
ク
ラ
ブ
常
務
理
事
／
舩
橋
晴
雄
氏



変　
革　
の　
時　
代　
だ　
か　
ら　
こ　
そ　
私　
た　
ち　
は　
真　

の　
プ　
ロ　
フ　
ェ　
ッ　
シ　
ョ　
ナ　
ル　
の　
実　
力　
を　
持　
た　
な　

け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
の　
だ　
。　

そ　
れ　
で　
は　
、　
送　
り　
手　
の　

プ　
ロ　
と　
は　
何　
を　
も　
っ　
て　
プ　
ロ　

と　
い　
う　
の　
だ　
ろ　
う　
。　
そ　
し　

て　
求　
め　
ら　
れ　
る　
人　
材　
と　
は　
。　

フ　
ラ　
ン　
ス　
で　
は　
ビ　
ジ　
ネ　
ス　

マ　
ン　
の　
フ　
ァ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　
感　
覚　
は　

カ　
ジ　
ュ　
ア　
ル　
な　
方　
向　
に　
変　
化　

し　
て　
き　
て　
い　
る　
。　
そ　
れ　
を　
踏　
ま　
え　
、　
ネ　
ク　

タ　
イ　
業　
界　
の　
人　
々　
が　
将　
来　
に　
対　
す　
る　
不　
安　

と　
し　
て　
夜　
も　
眠　
れ　
な　
い　
状　
況　
に　
あ　
る　
こ　
と　

を　
モ　
ラ　
ン　
氏　
は　
紹　
介　
し　
て　
こ　
う　
言　
っ　
た　
。　

「　
す　
で　
に　
今　
ま　
で　
に　
な　
い　
新　
し　
い　
行
動
様　

式　
、　
新　
し　
い　
洋　
服　
の　
在　
り　
方　
が　
登　
場　
し　
て　

い　
ま　
す　
。　
そ　
れ　
に　
対　
応　
す　
る　
に　
は　
、　
若　
い　

人　
々　
の　
も　
の　
の　
感　
じ　
方　
が　
い　
か　
に　
自　
分　
た　

ち　
と　
違　
っ　
て　
き　
て　
い　
る　
か　
を　
把　
握　
す　
る　
こ　

と　
か　
ら　
始　
め　
な　
け　
れ　
ば　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
」　

た　
と　
え　
ば　
、　
ネ　
ッ　
ト　
ビ　
ジ　
ネ　
ス　
に　
よ　
る　

カ　
タ　
ロ　
グ　
販　
売　
の　
場　
合　
も　
常　
に　
中　
身　
を　
新　

鮮　
な　
も　
の　
に　
し　
、　
し　
か　
も　
分　
か　
り　
や　
す　
く　
、　

ク　
イ　
ッ　
ク　
タ　
イ　
ム　
で　
の　
対　
応　
を　
要　
求　
さ　
れ　

る　
。　
そ　
し　
て　
そ　
れ　
ら　
を　
ビ　
ジ　
ネ　
ス　
と　
す　
る　

た　
め　
に　
は　
必　

然　
的　
に　
組　
織　
の　

変　
革　
も　
余　
儀　
な　

く　
さ　
れ　
て　
く　
る　

の　
で　
あ　
る　
。　

そ　
こ　
で　
、　
今　

求　
め　
ら　
れ　
る　
人　
材　
像　
と　
い　
え　
ば　
、　
何　
よ　
り　

柔　
軟　
性　
。　「　
唯　
一　
生　
き　
残　
れ　
る　
の　
は　
、　
変　

化　
で　
き　
る　
も　
の　
で　
あ　
る　
」　
と　
北　
城　
氏　
が　
ダ　

ー　
ウ　
ィ　
ン　
の　
『　
種　
の　
起　
源　
』　
か　
ら　
引　
用　
し　

た　
言　
葉　
は　
示　
唆　
に　
富　
ん　
で　
い　
た　
。　

上　
司　
が　
部　
下　
に　
ど　
う　
や　
っ　
て　
火　
を　

つ　
け　
る　
か　
が　
大
切　
で　
す　
」　と　
の　
言　
葉　

で　
結　
ん　
だ　
。　
し　
か　
し　
Ｉ　
Ｔ　
に　
関　
す　
る　

理　
解　
不　
足　
か　
ら　
な　
の　
か　
、　
困　
惑　
か　

ら　
な　
の　
か　
、　
ま　
だ　
ま　
だ　
会　
場　
と　
壇　

上　
の　
熱　
の　
差　
を　
感　
じ　
ず　
に　
は　
い　
ら　

れ　
な　
か　
っ　
た　
。　

こ　
の　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
へ　
の　
出　
席　
も　
学　

校　
関　
係　
者　
に　
望　
ん　
だ　
が　
、　
結　
果　
的　

に　
は　
期　
待　
し　
た　
半　
数　
以　
下　
。　
こ　
の　

こ　
と　
で　
、　
閉　
鎖　
さ　
れ　
た　
日　
本　
の　
教　
育　
機　
関　

の　実　
態　
を　
知　
っ　
た　
と　
学　
長　
。　
海　
外　
の　
波　
を　
肌　

で　
知　
る　
こ　
の　
よ　
う　
な　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
は　
、　
Ｉ　
Ｔ　

対　
応　
の　
遅　
い　
日　
本　
の　
産　
業　
界　
、　
教　
育　
界　
に　

一　
石　
を
投
ず　
る　
貴　
重　
な　
機　
会　
で　
あ　
る　
。　

よ　
り　
積　
極　
的　
な　
参　
加　
が　
望　
ま　
れ　
る　
。　

そ　
し　
て　
会　
場　
で　
は　
話　
題　
に　
上　
ら　
な　
か　
っ　

た　
が　
、　
モ　
ラ　
ン　
氏　
が　
語　
っ　
た　
言　
葉　
の　
中　
に　
、　

Ｉ　
Ｔ　
時　
代　
を　
迎　
え　
る　
に　
あ　
た　
っ　
て　
の　
キ　
ー　

ワ　
ー　
ド　
が　
あ　
っ　
た　
。　

「　
Ｉ　
Ｔ　
に　
よ　
っ　
て　
自　
由　
を　
得　
る　
反　
面　
、　人　
々　

の　
孤　
独　
感　
も　
増　
す　
で　
し　
ょ　
う　
。　
私　
は　
Ｉ　
Ｔ　

革　
命　
は　
孤　
独　
の　
デ　
モ　
ク　
ラ　
シ　
ー　
と　
も　
呼　
ん　

で　
い　
ま　
す　
。　
そ　
の　
変　
化　
に　
即　
し　
た　
高　
等　

教　
育　
を　
受　
け　
ら　
れ　
る　
人　
は　
い　
い　
で　
す　
が　
、　

チ　
ャ　
ン　
ス　
に　
恵　
ま　
れ　
な　
い　
人　
も　
い　
ま　
す　
。　

ま　
た　
組　
織　
な　
ど　
枠　
組　
み　
が　
あ　
っ　
て　
安　
心　
す　

る　
社　
会　
も　
あ　
る　
の　
で　
す　
。　
こ　
の　
点　
は　
日　
本　

と　
フ　
ラ　
ン　
ス　
は　
似　
て　
い　
る　
で　
は　
な　
い　
で　
し　
ょ　

う　
か　
。　
進　
化　
を　
す　
る　
こ　
と　
は　
大　
変　
に　
い　
い　

わ　
け　
で　
す　
け　
れ　
ど　
も　
、　
同　
時　
に　
精　
神　
的　
な　

背　
景　
も　
大　
事　
に　
守　
っ　
て　
い　
く　
必　
要　
が　
あ　
る　
。　

そ　
う　
い　
っ　
た　
意　
味　
を　
含　
ん　
で　
、　人　
々　
を　
本　

当　
に　
幸　
せ　
に　
す　
る　
た　
め　
の　
道　
筋　
を　
つ　
く　
る　

の　
が　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
の　
学　
校　
の　
大　
き　
な　
役　
割　

で　
あ　
り　
、　
課　
題　
で　
し　
ょ　
う　
」　

「　
こ　
の　
数　
年　
間　

ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
市
場　
、　

特　
に　
フ　
ラ　
ン　
ス　

で　
は　
今　
ま　
で　
に　

な　
い　
変　
化　
が　
生　

ま　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

そ　
れ　
は　
新　
し　
い　
消　
費　
者　
が　

登　
場　
し　
た　
こ　
と　
で　
す　
。　
ま　
ず　

第　
一　
に　
、　
消　
費　
者　
が　
使　
う　

現　
金　
は　
減　
少　
傾　
向　
に　
あ　
り　
な　

が　
ら　
質　
の　
高　
い　
商　
品　
を　
求　
め　

て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
れ　
は　
一　
つ　
の　

ブ　
ラ　
ン　
ド　
に　
凝　
り　
固　
ま　
ら　
ず　
、　

た　
と　
え　
ば　
チ　
ー　
プ　
な　
も　
の　
と　

ブ　
ラ　
ン　
ド　
品　
、　
ま　
た　
は　
様　
々　

な　
ブ　
ラ　
ン　
ド　
を　
取　
り　
入　
れ　
て　

ミ　
ッ　
ク　
ス　
し　
た　
ラ　
イ　
フ　
ス　
タ　
イ　
ル　
を　
と　
り　

始　
め　
た　
こ　
と　
で　
す　
。　
さ　
ら　
に　
関　
連　
し　
て　
、　

カ　
ジ　
ュ　
ア　
ル　
（　

）　、　
コ　
ン　
フ　
ォ　
ー　
ト　

（

）、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ

（

）　
の
３
つ
の
Ｃ
を
求
め
て

い　
る　
こ　
と　
が　
市　
場　
調　
査　
で　
も　
明　
瞭　
に　
出　
て　

い　
ま　
す　
。　
快　
適　
で　
着　
易　
く　
、　
そ　
れ　
で　
い　
て　

オ　
シ　
ャ　
レ　
と　
い　
っ　
た　
イ　
メ　
ー　
ジ　
で　
す　
」　

こ　
れ　
ら　
は　
日　
本　
も　
含　
め　
世　
界　
的　
な　
傾　
向　

だ　
と　
モ　
ラ　
ン　
氏　
は　
言　
う　
。　
今　
回　
の　
来　
日　
で　
、　

百　
貨　
店　
を　
視　
察　
し　
た　
と　
き　
も　

ユ　
ニ　
ク　
ロ　

が　
目　
に　
つ　
い　
た　
と　
モ　
ラ　
ン　
氏　
。　
デ　
ザ　
イ　
ン　

性　
よ　
り　
も　
そ　
の　
価　
格　
の　
安　
さ　
に　
、　「　
新　
し　
い　

歴　
史　
の　
一　
ペ　
ー　
ジ　
」　
と　
思　
わ　
せ　
る　
ほ　
ど　
の　

驚　
き　
が　
あ　
っ　
た　
と　
い　
う　
。　
こ　
の　
傾　
向　
は　
、　

不　
動　
の　
地　
位　
に　
あ　
っ　
た　
オ　
ー　
ト　
ク　
チ　
ュ　
ー　
ル　

な　
ど　
の　
市　
場　
に　
価　
格　
変　
動　
の　
動　
き　
が　
出　
て　

き　
て　
い　
る　
こ　
と　
か　
ら　
も　
見　
て　
取　
れ　
、　
こ　
れ　

ま　
で　
の　
ブ　
ラ　
ン　
ド　
忠　
誠　
心　
と　
い　
う　
も　
の　
が　

大　
き　
く　
変　
化　
し　
て　
い　
る　
こ　
と　
が　
伺　
え　
る　
の　

で　
あ　
る　
。　

モ　
ラ　
ン　
氏　
は　
ま　
た　
Ｉ　
Ｔ　

革　
命　
に　
よ　
る　
変　
化　
の　
一　
つ　

に　
、　
何　
よ　
り　
Ｂ　
２　
Ｂ　
（　
企　
業　

間　
取　
引　
）　の　
増　
大　
と　
加　
速　
化　

を
掲　
げ　
た　
。　「　
そ　
れ　
に　
よ　
っ　

て　
Ｂ　
２　
Ｂ　
ポ　
ー　
タ　
ル　
の　
数　

も　
当　
面　
は　
増　
え　
て　
い　
く　
だ　
ろ　
う　
。　
し　
か　
し　

そ　
れ　
は　
一　
時　
的　
な　
も　
の　
で　
や　
が　
て　
は　
集　
中　

化　
の　
道　
を　
辿　
る　
」　
と　
予　
測　
し　
た　
。　
日　
本　
で　

は　
ま　
だ　
認　
識　
の　
低　
い　
Ｂ　
２　
Ｂ　
ポ　
ー　
タ　
ル　
に　

対　
し　
て　
、　
一　
歩　
先　
ん　
じ　
た　
発　
言　
を　
示　
唆　
し　

た　
の　
で　
あ　
る　
。　

さ　
ら　
に　
Ｂ　
２　
Ｃ　
（　
企　
業　
対　
消　
費　
者　
取　
引　
）　

に　
つ　
い　
て　
の　
将　
来　
も　
述　
べ　
た　
。　

「　
ア　
メ　
リ　
カ　
市　
場　
で　
は　
コ　
ン　
ピ　
ュ　
ー　
タ　
ー　
の　

次　
に　
買　
わ　
れ　
て　
い　
る　
の　
が　
繊
維　
、　ア　
パ　
レ　
ル　

で　
す　
。　
ネ　
ッ　
ト　
ビ　
ジ　
ネ　
ス　
で　
ス　
タ　
ー　
ト　
し　
た　

ア　
マ　
ゾ　
ン　
・　
ド　
ッ　
ト　
コ　
ム　
も　
、　
結　
局　
は　
店　

を　
持　
つ　
時　
代　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
ど　
れ　
ほ　
ど　

ネ　
ッ　
ト　
シ　
ョ　
ッ　
ピ　
ン　
グ　
が　
さ　
か　
ん　
に　
な　
っ　

て　
も　
、　
店　
へ　
行　
っ　
て　
実　
際　
に　
手　
で　
触　
っ　
て　

み　
た　
い　
と　
い　
う　
人　
間　
の　
根　
本　
的　
な　
欲　
求　
は　

残　
る　
と　
思　
い　
ま　
す　
」　

ま　
た　
香　
水　
や　
化　
粧　
品　
業　
界　
で　
は　
、　ネ　
ッ　
ト　

に　
よ　
る　
オ　
ン　
ラ　
イ　
ン　
取　
引　
が　
開　
始　
さ　
れ　
て　

い　
る　
が　
、　
市　
場　
に　
お　
け　
る　
そ　
の　
割　
合　
は　
従　

来　
の　
郵　
便　
に　
よ　
る　
カ　
タ　
ロ　
グ　
販　
売　
に　
近　
付　

き　
つ　
つ　
あ　
る　
現　
状　
を　
紹　
介　
。　
顧　
客　
の　
層　
は　

ま　
だ　
異　
な　
っ　
て　
も　
将　
来　
一　
つ　
の　
収　
束　
に　

向　
う　
可　
能　
性　
は　
大　
き　
い　
と　
し　
た　
。　

し　
か　
し　
フ　
ァ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　
産
業　
で　
も　
ス　
タ　
ー　

ト　
し　
た　
ネ　
ッ　
ト　
事　
業　
で　
、　
す　
で　
に　
様　
々　
な　

問　
題　
点　
が　
浮　
か　
び　
上　
が　
っ　
て　
い　
る　
の　
も　
事　

実　
で　
あ　
る　
。　
そ　
の　
事　
例　
と　
問　
題　
点　
を　
提　
供　

側　
の　
立　
場　
か　
ら　
モ　
ラ　
ン　
氏　
は　
語　
っ　
た　
。　

「
Ｂ
２
Ｃ
に
は
、

な
ど
Ｉ
Ｔ
を

う　
ま　
く　
取　
り　
入　
れ　
て　
機　
能　
す　
る　
新　
し　
い　
担　

い　
手　
が　
た　
く　
さ　
ん　
出　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
し　
か　

し　
実　
際　
に　
私　
が　
何　
か　
を　
買　
お　
う　
と　
し　
て　

も　
、　
デ　
ザ　
イ　
ン　
性　
は　
優　
れ　
て　
い　
て　
も　
機　
能　

性　
が　
良　
く　
な　
か　
っ　
た　
り　
、　
あ　
る　
い　
は　
ア　
ク　

セ　
ス　
が　
悪　
か　
っ　
た　
り　
と　
い　
う　
問　
題　
が　
あ　
り　

ま　
し　
た　
。　
結　
局　
彼　
ら　
は　
結　
果　
的　
に　
そ　
れ　
ら　

を　
ネ　
ッ　
ク　
に　
ビ　
ジ　
ネ　
ス　
か　
ら　
撤　
退　
し　
て　
い　

き　
ま　
し　
た　
。　
こ　
こ　
か　
ら　
私　
た　
ち　
が　
学　
ぶ　
べ　

き　
点　
は　
、　
当　
初　
、　
い　
く　
ら　
爆　
発　
的　
に　
顧　
客　

を　
増　
や　
し　
て　
も　
、　
き　
ち　
ん　
と　
し　
た　
Ｉ　
Ｔ　
に　

お　
け　
る　
経　
営　
戦　
略　
を　
持　
た　
な　
け　
れ　
ば　
淘　
汰　

さ　
れ　
て　
い　
く　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
す　
」　

そ　
れ　
で　
は　
、　
こ　
の　
よ　
う　

な　
現
状　
に　
対　
し　
て　
フ　
ラ　
ン　
ス　

の　
Ｉ　
Ｆ　
Ｍ　
で　
は　
、　
ど　
の　
よ　

う　
な　
教　
育　
を　
趣　
旨　
と　
し　
て　

実　
践　
し　
て　
い　
る　
の　
だ　
ろ　
う　

か　
。　
学　
校　
設　
立　
は　
単　
な　
る　

ア　
カ　
デ　
ミ　
ズ　
ム　
で　
は　
な　
い　
業　
界　
始　
動　
に　

よ　
る　
た　
め　
、　
モ　
ラ　
ン　
氏　
の　
話　
の　
内　
容　
は　

あ　
く　
ま　
で　
実　
践　
に　
つ　
な　
が　
る　
教　
育　
の　
必　
要　

性　
が　
強　
調　
さ　
れ　
た　
。　

「　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
は　
何　
も　
新　
し　
い　
技　
術　

で　
も　
何　
で　
も　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
昔　
か　
ら　
あ　
っ　

た　
の　
で　
す　
。　
し　
か　
し　
そ　
れ　
に　
よ　
っ　
て　
何　
を　

す　
る　
か　
が　
問　
わ　
れ　
て　
き　
ま　
す　
。　
そ　
れ　
は　
コ　
ー　

デ　
ィ　
ネ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
。　
様　
々　
な　
分　
野　
、　
人　
々　
、　

技　
術　
、　
市　
場　
が　
コ　
ー　
デ　
ィ　
ネ　
イ　
ト　
さ　
れ　
る　

こ　
と　
で　
新　
し　
い　
付　
加　
価　
値　
が　
生　
ま　
れ　
て　

き　
ま　
す　
。　
ま　
た　
遠　
隔　
学　
習　
が　
可　
能　
と　
な　
っ　

た　
こ　
と　
で　
、　
さ　
ら　
な　
る　
可　
能　
性　
も　
加　
わ　
り　

ま　
し　
た　
」　

そ　
こ　
で　
、　
今　
後　
の　
グ　
ロ　
ー　
バ　
リ　
ゼ　
ー　

シ　
ョ　
ン　
に　
備　
え　
て　

英　
語　
は　
必　
須　
と　
判　
断　
し　
た　
Ｉ　
Ｆ　
Ｍ　
で　
は　
、　

授　
業　
に　
英　
語　
を　
使　
用　
し　
て　
い　
る　
こ　
と　
を　

紹　
介　
し　
た　
。　
ま　
た　
常　
に　
マ　
ネ　
ー　
ジ　
メ　
ン　
ト　
と　

ク　
リ　
エ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
と　
の　
バ　
ラ　
ン　
ス　
を　
保　
つ　

こ　
と　
の　
必　
要　
性　
を　
一　
貫　
し　
て　
示　
し　
た　
。　
そ　

れ　
は　
企　
業　
の　
ア　
イ　
デ　
ン　
テ　
ィ　
テ　
ィ　
を　
見　
い　

だ　
す　
こ　
と　
で　
あ　
り　
、　さ　
ら　
に　
個　
人　
や　
Ｉ　
Ｆ　
Ｍ　

に　
お　
け　
る　
ア　
イ　
デ　
ン　
テ　
ィ　
テ　
ィ　
へ　
と　
話　
は　

進　
ん　
だ　
。　
Ｉ　
Ｆ　
Ｍ　
の　
そ　
れ　
は　
技　
術　
と　
経　
済　
、　

こ　
の　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
は　
、　
フ　
ァ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　

業　
界　
が　
業　
界　
の　
た　
め　
に　
日　
本　
で　
初　
め　
て　
設　

立　
さ　
せ　
た　
Ｉ　
Ｆ　
Ｉ　
ビ　
ジ　
ネ　
ス　
・　
ス　
ク　
ー　
ル　

の　
企　
画　
に　
よ　
る　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
二　
日　
目　
の　

焦　
点　
は　
何　
よ　
り　
教　
育　
だ　
が　
、　
Ｉ　
Ｔ　
時　
代　
に　

突　
入　
し　
た　
大　
変　
革　
を　
、　
教　
え　
る　
側　
に　
も　
っ　

と　
敏　
感　
に　
反　
応　
し　
て　
も　
ら　
い　
た　
い　
と　
い　
う　

切　
実　
な　
思　
い　
を　
持　
っ　
て　
開　
催　
さ　
れ　
た　
。　

出
席
者　
は　
、　産
業　
界　
を　
代　
表　
し　
て　
Ｉ　
Ｂ　
Ｍ　

ア　
ジ　
ア　
・　
パ　
シ　
フ　
ィ　
ッ　
ク　
プ　
レ　
ジ　
デ　
ン　
ト　
兼　

㈱
日　
本　
Ｉ　
Ｂ　
Ｍ　
代　
表　
取　
締　
役　
会　
長　
、　
北　
城　

恪　
太　
郎　
氏　
。　
教　
育　
界　
か　
ら　
は　
、　
Ｉ　
Ｆ　
Ｍ　

（　
フ　
ラ　
ン　
ス　
・　
モ　
ー　
ド
大　
学　
院　
）　学　
長　
、　
パ　
ス　

カ　
ル　
・　
モ　
ラ　
ン　
氏　
。　
Ｆ　
Ｉ　
Ｔ　
（　
ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　
ク　

州　
立　
フ　
ァ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　
工　
科　
大　
学　
）　
理　
事　
、　

エ　
ド　
ワ　
ー　
ド　
・　
ジ　
ョ　
ー　
ン　
ズ　
Ⅲ　
世　
氏　
の　

三　
氏　
だ　
。　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム　
の　
中　
心　
は　
三　
氏　
の　

講　
演　
だ　
が　
、　
こ　
こ　
で　
は　
特　
に　
モ　
ラ　
ン　
氏　
の　

発　
表　
に　
焦　
点　
を　
絞　
り　
、　
レ　
ポ　
ー　
ト　
し　
た　
。　

そ　
こ　
で　
、　最　
初　
に　
浮　
き　
彫　
り　
と　
な　
っ　
た　
世　
界　

の　
フ　
ァ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　
状　
況　
か　
ら　
進　
め　
る　
。　

◆ ◆

新しい消費者の
登場

◆ ◆

◆ ◆

IT時代の
B2BとB2C

◆ ◆

◆ ◆

変化できる者だけが
生き残れる

◆ ◆

◆ ◆

文化と経済の
バランス

◆ ◆

変革か淘汰か。産業革命以来の大改革をもたらすといわれる「IＴ（情報技術）革命」。

日本の産業全体が ITに遅れをとっていると言われているが、特にファッション産業は

感性の産業のためか、その遅れは甚だしい。ITを有効活用できなければ

日本のファッション産業自体が淘汰されていくのではないかとの危惧を持って

『IT革命とファッション・ビジネス』が10月27日と11月14日の両日

IFI ビジネス・スクール新校舎移転記念の特別プログラムとして、両国の新校舎で開催された。

ファッションの先端を行くフランスとアメリカのビジネススクール代表者を迎え

「IT革命が求める新しい人材像」をテーマに行なわれた二日目を取材した。

IFM／フランス・モード大学院（Institut français de la mode）
通産省、業界の支援を受け1986年設立。経済傾向を分析する調査、研究もさかん。
ニューヨーク、ミラノ、ロンドン各校との交流もある。
h t t p:// w w w . i f m - p a r i s . o rg/

FIT／ニユーヨーク州立ファッシヨン工科大学（Fashion Institute of Technology）
1944年、業界リーダらによって設立。当初は業界での就職を目的としたが、
年月とともに成長。専門領域を広げ、国際的にも有名に。
h t t p:// w w w . f i t n y c - s u n y . e du/

IFI／ファッション産業人材育成機構 IFIビジネス・スクール（Institute for the Fashion Industries）
大卒以上を対象とした日本初の業界始動による学校。
1992年、通産省、東京都、墨田区、業界380社の出資支援によって設立。
h t t p:// w w w . i f i . o r . jp/

I B Mアジア・パシフィックプレジデント兼
㈱日本I B M代表取締役会長

北城 恪 太 郎 氏

I F M／フランス・モード大学院学長

パスカル・モラン氏

I F Iビジネス・スクール学長

尾原 蓉 子 女 史

デ　
ザ　
イ　
ン　
と　
文　
化　
で　

あ　
り　
、　
特　
に　
文　
化　

面　
に　
於　
い　
て　
は　
、　

「　
バ　
ル　
ザ　
ッ　
ク　
と　
ア　
パ　

レ　
ル　
」　
と　
い　
う　
出　

版　
物　
を　
刊　
行　
予　
定　

だ　
と　
い　
う　
。　

後　
半　
は　
、　主　
催　
者　

で　
あ　
る　
Ｉ　
Ｆ　
Ｉ　
ビ　
ジ　

ネ　
ス　・　
ス　
ク　
ー　
ル　
の　
尾　

原　
蓉　
子　
学　
長　
が　
司　

会　
役　
を　
勤　
め　
て　
パ　
ネ　

ル　
デ　
ィ　
ス　
カ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　

が　
行　
な　
わ　
れ　
た　
。　学　

長　

は　

、　

そ　

の　

デ　
ィ　
ス　
カ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　
を　
、　

「　
教　
育　
は　
フ　
ァ　
イ　
ア　

リ　
ン　
グ　
。　
企　
業　
の　



紙　
な　
ど　
素　
材　
に　
こ　
だ　
わ　

り　
を　
持　
っ　
て　
オ　
ブ　
ジ　
ェ　
を　

手　
掛　
け　
て　
い　
た　
ラ　
フ　
ァ　

エ　
ル　
・　
ロ　
ジ　
ェ　
・　
ド　
ゥ　
・　

ヴ　
ィ　
レ

（　3  1  ）
さ　
ん　
は　
、　今　
ま　
で　

の　
作　
品　
と　
は　
一　
変　
し　
て　
、　

卵　
の　
殻　
に　
顔　
を　
描　
い　
た　
小　

品　
を　
出　
品　
。　
そ　
れ　
は　
神　
楽　

や　
能　
の　
面　
に　
出　
会　
っ　
た　
影　

響　
に　
よ　
る　
と　
い　
う　
。　

ま　
た　
安　
部　
公　
房　
や　

太　
宰　
治　
を　
読　
み　
、　

舞　
台　
衣　
装　
か　
ら　

音　
響　
ま　
で　
演　
劇　

全
般
に　
も　
関　
わ　
っ　

て　
い　
る　
パ　
ス　
カ　
ル　
・　

ラ　
ン　
デ　
・　
ボ　
ペ　
ー　
ル　

（30）

さ　
ん　
は　
、　
短
冊
型　
の　
水
彩　

画　
を　
何　
枚　
も　
続　
き　
絵　
の　
よ　

う　
に　
画　
廊　
の　
壁　
を　
飾　
っ　
て　

展　
示　
し　
た　
。　

両　
者　
共　
通　
し　
た　
研　
修　
の　

感　
想　
は　
、　ラ　
・　
リ　
ュ　
ー　
シ　
ュ　
の　

周　
囲　
が　
、　
自　
然　
溢　
れ　
た　
環　

境
だ　
っ　
た　
た　
め　
、　何　
よ　
り　
自　

分　
自　
身　
を　
振　
り　
返　
る　
こ　
と　

日 本 を 知 ろ う ・ フ ラ ン ス を 知 ろ う

の　
で　
き　
た
場　
と　
な　
っ　

た　
こ　
と
だ　
っ　
た　
。　

ま　
た　
も　
う　
一　
人　

の　
ガ　
ブ　
リ　
エ　
ル　
・　

ス　
パ　
ル　
ヴ　
ァ　
セ　

（30）

さ　
ん　
は　
、　
マ　
ル　
チ　

メ　
デ　
ィ　
ア　
に　
よ　
る　

表　
現　
活　
動　
を　
行　

な　
っ　
て　
き　
た　
が　
、　

来　
日　
以　
来　
電　
車　

の　
車　
窓　
か　
ら　
の　

景　
色　
を　
ビ　
デ　
オ　

に　
収　
め　
て　
い　
る　

と　
い　
う　
。　
作　
品　

化　
さ　
れ　
た　
も　

の　
は　
、　
来　
年　
２　
月　
に　
吉　
井　
画　
廊　
で　
発　
表　
さ　
れ　
る　
。　

尚　
、　
次　
号　
ニ　
ュ　
ー　
ス　
レ　
タ　
ー　
で　
は　
、　
彼　
ら　
の　
イ　
ン　

タ　
ビ　
ュ　
ー　
な　
ど　
を　
交　
え　
て　
今　
回　
の　
研　
修　
の　
模　
様　

を　
詳　
し　
く　
紹　
介　
す　
る　
予　
定　
で　
あ　
る　
。　

今　
回　
の　
展　
覧　
会　
も　
、　
街　
の　
一　
隅　
で　
は　
あ　
る　
が　
、　

日　
仏　
文　
化　
交　
流　
の　
場　
と　
な　
っ　
て　
光　
を　
当　
て　
て　
い　

た　
。　
師　
走　
の　
銀　
座　
、　
足　
早　
に　
通　
り　
過　
ぎ　
る　
日　
本　

人　
の　
足　
を　
、　
シ　
ョ　
ー　
ウ　
ィ　
ン　
ド　
ウ　
に　
展　
示　
さ　
れ　

た　
怪　
し　
い　
卵　
の　
殻　
の　
面　
々　
が　
フ　
ト　
立　
ち　
止　
ま　
ら　

せ　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　 プ　

ロ　
ジ　
ェ　
ク　
ト　
・　
カ　
レ　
ン　
ダ　
ー　

2
0
0
1
年
1
月
〜
3
月

１
月
８
日
〜
31
日

《
ア
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
》

〜
現
代
フ
ラ
ン
ス
ポ
ス
タ
ー50

年
の
歩
み
〜

ア
フ
ィ
ッ
シ
ュ　
・　
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
展
実
行
委
員
会

／
於
山
梨
・
白
根
桃
源
美
術
館

２
月
２
日
〜
20
日

《
日
仏
高
校
生
交
流
》

〜
ト　
ゥ　
ー　
ル　
ー　
ズ　
・　
オ　
ゼ　
ン　
ヌ　
高　
校　

生　
徒　
が　
高
知
へ
〜

高
知
日
仏
協
会
・
東
京
事
務
局

／
於
高
知
南
高
校

２
月
６
、
８
、
９
日

《
パ
リ
・
シ
ャ
ト
レ
劇
場

研
修
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
》

〜
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
声
楽
家
の
た
め
の

劇
場
滞
在
型
研
修
〜

笹
川
日
仏
財
団
／
於
大
阪
・
東
京

２
月
７
、
11
日

《
パ
リ
・
シ
ャ
ト
レ
劇
場

マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
》

〜
音
楽
顧
問
ヴ
ァ
タ
ン
女
史
に
よ
る

特
別
ク
ラ
ス
〜

笹
川
日
仏
財
団
／
於
大
阪
・
東
京

２
月
中
旬

《
日
仏
美
術
学
生
に
よ
る

宮
沢
賢
治
の
世
界
展
》

〜
パ
リ
・
イ
メ
ー
ジ
フ
ォ
ー
ラ
ム

特
別
展
へ
の
参
加
〜

京
都
市
立
芸
術
大
学
・

京
都
意
匠
文
化
研
究
会
／
於
パ
リ

３
月
上
旬

《
俳
句
・
和
歌
に
よ
る

フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
歌
曲
》

〜
レ
ク
チ
ャ
ー
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
〜

俳
句
・
和
歌
に
よ
る
二
十
世
紀
音
楽
研
究
会

／
於
パ
リ
日
本
文
化
会
館

パ
リ
ク
ラ
ブ
と
日
仏
協
会
、

日
仏
経
営
学
会
の
共
催
に
よ
る

パ　
ネ　
ル　
デ　
ィ　
ス　
カ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　

「　
新　
時
代
の
銀
行
像

日
仏
の

視
点
」
が
12
月
5
日
、
東
京

恵
比
寿
の
日
仏
会
館
ホ
ー
ル
で

行
な
わ
れ
た
。

「
銀
行
は
死
ん
で
し
ま　
っ　
た
の
か
」

銀
行
員
と
し
て
欧
州
に
駐
在

経
験
を
持
つ
司
会
の
九
州
国
際
大
学

教
授
の
河
野
誠
之
氏
の
こ
の
一
言
で
始

ま
っ
た
が
、　
21
世
紀
を
前
に
経
済
、　産
業

な
ど
大
き
な
構
造
変
革
を
迫
ら
れ
て
い

る
の
が
現
在
。
大
手
ス
ー
パ
ー
な
ど
が

決
済
中
心
の
新
し
い
銀
行
業
務
を
開
始

し
て
い
る
中
で
、
果
た
し
て
従
来
の
銀

行
が
顧
客
変
化
な
ど
に
対
応
し
き
れ
て

い
る
の
か
。
そ
の
現
状
と
課
題
な
ど
を

検
証
し
、
日
仏
の
新
時
代
に
お
け
る

銀
行
像
を　
探　
っ　
て　
い　
こ　
う　
と　
い　
う　
も　
の　

で　
あ　
る　
。　

Ａ
Ｆ
Ｐ
極
東
特
派
員
東
京
支
局
長

フ　
ィ　
リ　
ッ　
プ　
・　
リ　
エ　
ス　
氏
か
ら
は
、　
80
年

代　
初　
め　
、　フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
銀　
行　
は　
他　
の　
ヨ　
ー　

ロ
ッ
パ
諸
国
は
も
ち
ろ
ん
ア
メ
リ
カ
と

比
べ
て
さ
え
も
、
世
界
の
ト
ッ
プ
で
国

際
進
出
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
話
題

を
皮
切
り
に
、　
こ
れ
ま
で
の
銀
行
の
歴

史
が
語
ら
れ
た
。　
し
か
し　「
新
し
い
左
翼

政
権
の
出
現
に
よ
っ
て
１
９
８
２
年
に

銀
行
が
国
営
化
さ
れ
、
す
べ
て
の
金
融

機
関
が
硬
直
化　
し　
て　
い　
き　
ま　
し　
た　
。　
銀　
行　

自
体
に
は
世
界
進
出
の
野
心
が
あ
っ
て

も
、
そ
の
活
動
の
た
め
の

資
産
を
与
え
な
い
政
策
が

と
ら
れ
た
た
め
競
争
力
を

失
っ
て
い
っ
た
の
で
す
」

ま
た
国
土
庁
官
房
長
、

パ
リ
ク
ラ
ブ
常
務
理
事

舩
橋
晴
雄
氏
か
ら
は
、
こ

の　
10
年　
間　
の　
日　
本　
の　
金　
融　

界
の
苦
し
い
状
況
が
起

こ　
っ　
た　
原
因
が　
、　日　
本　
人　
の　

「
東
西
冷
戦
の
終
焉
と
い

う
意
味
の
認
識
不
足
か
ら

き
て
い
る
」
と
、
行
政
の

立
場
か
ら
反
省
を
こ
め
て

語
ら
れ
た
。

ま
た
ク
レ
デ
ィ
リ
ヨ
ネ

証
券
東
京
支
店
支
店
長
、

ジ
ャ
ン
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・

デ
ロ
ッ
シ
ュ
氏
、
日
本
電

気
㈱
財
務
主
席
主
幹
太
田

研
一
氏
、
両
氏
か
ら
は
、

電
話
銀
行
や
電
子
銀
行
、

ノ
ン
バ
ン
ク
の
参
入
な
ど

現
在
金
融
界
で
起
こ
っ
て

い
る
実
情
が
語
ら
れ
た
。　
そ
し
て
フ　

ラ
ン
ス
の
15
年
前
に
起
こ
っ
た
現
象
が

現
在
日
本
で
起
こ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を

リ
エ
ス
氏
は
指
摘
。
そ
の
体
験
か
ら
、

「
新
し
い
参
入
者
が
来
て
も
決
し
て
恐

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
え
っ
て

彼
ら
は
従
来
の
銀
行
に
新
し
い
方
向
性

を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。
侵
入
者
は
針

の
よ
う
な
も
の
で
し
た
よ
」

太
田
氏
も
「
異
形
種
の
参
入
が
あ
る

こ
と
は
、
金
融
が
成
長
産
業
の
可
能
性

を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
総
合
メ
ー

カ
ー
か
ら
得
意
分
野
を
持
つ
な
ど
新

ビ　
ジ　
ネ　
ス　
モ　
デ　
ル　
の　
提　
供　
さ　
え　
す　
れ　
ば　
、　

継
続
的
成
長
は
可
能
で
す
」
と
銀
行
の

将
来
に
対
す
る
展
望
を
述
べ
た
。

四
氏
の
講
演
後
は
会
場
か
ら
の
質
疑

応
答
に
あ
て
ら
れ
た
が
、
生
保
事
業
を

始　
め　
た　
フ　
ラ　
ン　
ス　
の　
あ　
る　
銀　
行　
の　
利　
便　
性　

を
掲
げ
た
日
本
人
の
質
問
者
に
対
す
る

リ
エ
ス
氏
の
返
答
は
、
今
討
議
の
一
つ

の
結
論
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
巨
大
化
し
た
り
、
何
で
も
み
つ
か
る

銀
行
を
私
は
懐
疑
的
に
見
て
い
ま
す
。

時
代
の
流
行
、
景
気
な
ど
に
よ
る
た
め
、

絶
対
的
な
モ
デ
ル
は
な
く
、
価
値
も
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
を
求
め
る
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
環
境
変
化
に
適
応
す
る

柔
軟
な
対
応
こ
そ
こ
れ
か
ら
の
銀
行
に

最
も
求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
」

変
化
の
時
代
と
も
な
れ
ば
、
先
へ
進

む
こ
と
ば
か
り
を
考
え
が
ち
な
日
本
人

だ
が
、
ア
メ
リ
カ
流
市
場
絶
対
主
義
に

陥
る
こ
と
な
く
、
伝
統
を
踏
ま
え
て
自

ら
が
養
っ
て
き
た
自
信
と
い
う
財
産
の

価
値
を
も
う
一
度
振
り
替
え
る
こ
と
も

必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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新
し
い
銀
行
像
に

絶
対
的
な
モ
デ
ル
は
な
い
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Petite note
編 集 後 記

20
世
紀
最
後
の
今
年
、
財
団
に
と
っ
て
も

設
立
10
年
と
い
う
ひ
と
つ
の
区
切
り
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
物
。

来
年
は
気
持
ち
も
あ
ら
た
に
21
世
紀
を

迎
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（M）

今　
年　
で　
２　
回　
目　
を　
迎　
え　
た　
清　
春　
白　
樺　
美　
術　
館　
財　

団　
主　
催　
に　
よ　
る　
《　
フ　
ラ　
ン　
ス　
か　
ら　
の　
美　
術　
留　
学　
生　

研　
修　
奨　
学　
》　
が　
、　
こ　
の　
９　
月　
か　
ら　
今　
年　
も　
始　
ま　
っ　

た　
。　
研　
修　
者　
は　
３　
ヵ　
月　
間　
、　
山　
梨　
県　
北　
巨　
摩　
郡　
長　

坂　
町　
の　
清　
春　
芸　
術　
村　
に　
滞　
在　
し　
て　
日　
本　
を　
知　
り　
、　

芸　
術　
活　
動　
を　
深　
め　
る　
こ　
と　
で　
日　
仏　
文　
化　
の　
交　
流　
を　

果　
た　
そ　
う　
と　
す　
る　
目　
的　
で　
始　

ま　
っ　
た　
試　
み　
だ　
。　

村　
内　
に　
あ　
る　
清　
春　
白　
樺　
美　
術　

館　
は　
、　
美　
術　
を　
縁　
に　
、　
人　
類　
の　

平　
和　
と　
愛　
と　
喜　
び　
の　
運　
動　
を　

日　
本　
に　
も　
起　
こ　
し　
た　
い　
と　
し　
た　

武　
者　
小　
路　
実　
篤　
ら　
白　
樺　
派　
の　
夢　

を　
実　
現　
す　
べ　
く　
、　
現　
理　
事　
長　
の　

吉　
井　
長　
三　
氏　
が　
１　
９　
８　
３　
年　
に　

設　
立　
。　
宿　
泊　
施　
設　
に　
な　
っ　
た　
美　

術　
館　
に　
隣　
接　
す　
る　
ラ　
・　
リ　
ュ　
ー　

シ　
ュ　（　
フ　
ラ　
ン　
ス　
語　
で　「　
蜂　
の　
巣　
」　

の　
意　
）　
は　
、　
パ　
リ　
の　
画　
家　
達　
が　

巣　
立　
っ　
た　
パ
リ
の　
集　
合　
ア　
ト　

リ　
エ　
の　
精　
神　
を　
蘇　
ら　
せ　
た　
も　
の　

で　
、　
内　
外　
の　
芸　
術　
家　
に　
創　
作　

活　
動　
の　
場　
を　
提　
供　
し　
て　
き　
た　
。　

今　
年　
は　
、　
昨　
年　
の　
応　
募　
者　
の　

２　
倍　
に　
近　
い　
60
名　
も　
の　
ア　
ー　

テ　
ィ　
ス　
ト　
の　
応　
募　
が　
あ　
っ　
た　
が　
、　

そ　
の　
中　
か　
ら　
審　
査　
に　
よ　
っ　
て　
３　
名　
が　
選　

ば　
れ　
、　
９　
月　
に　
２　
名　
、　
12
月　
に　
１　
名　
を　

日　
本　
に　
迎　
え　
た　
。　
う　
ち　
２　
名　
の　
作　
品　
に　

対　
し　
、　帰　
国　
前　
の　
12
月　
11
日　
〜　
16
日　
ま　
で　

の　
５　
日　
間　
、　
銀　
座　
の　
吉　
井　
画　
廊　
で　
展　
覧　

会　
が　
開　
催　
さ　
れ　
た　
。　

A propos de nos projets...
最 近 の 事 業 か ら
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左
か
ら

九
州
国
際
大
学
教
授
／
河
野
誠
之
氏

ク
レ
デ
ィ
リ
ヨ
ネ
証
券
東
京
支
店
支
店
長
／
ジ
ャ
ン　
・　
フ
ラ
ン
ソ
ワ　
・　
デ
ロ
ッ
シ
ュ
氏

Ａ
Ｆ
Ｐ
極
東
特
派
員
東
京
支
局
長
／
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
リ
エ
ス
氏

日
本
電
気
㈱
財
務
主
席
主
幹
／
太
田
研
一
氏

国
土
庁
官
房
長
、
パ
リ
ク
ラ
ブ
常
務
理
事
／
舩
橋
晴
雄
氏


